
宮城県加美農業高等学校［全日制課程（農業科）］ 

 

☆ スクール・ミッション（社会的役割等） 

宮城県加美農業高等学校は，「耕心」を校訓とし，資源の維持持続に向けたグロー

バルな視点での学びや，現場実習による地元密着型の課題研究の実践を行うととも

に，先進農業技術を利用した地域課題解消に向けた研究等の農業経営者育成教育を通

して自立した有為な人材を育成します。また，地域との協働による交流活動により，

伝統と未来を広い視野で見据えて，地域に根ざし地域を支えていくことができる「農

尊人」を育成する学校を目指します。 

★ スクール・ポリシー（三つの方針） 

１ グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） 

（１）農業の知識・技術を身につけ，農業および農業関連に従事する技術者の育成。 

（２）地域と協働し地域の農業と環境を守り，創造する力を身につけた技術者の育成。 

（３）持続可能な循環型農業を推進する知識や技能の育成。 

（４）地域や社会の課題を自分のこととしてとらえ，積極的に貢献しようとする社会

性の育成。 

（５）色麻・加美・大崎地区の多様な人々と協働し，新たな価値の創造に向かう姿勢

の育成。 

２ カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

（１）地域事業等や先進技術を取り入れた事業等との連携による知識と技術の習得。 

（２）地域産業を支える農業従事者育成のための授業の実践。 

（３）「大崎耕土」を題材とした学びによる農業の魅力発見や SDGs に積極的に関わ

り，関係機関と連携した活動の実践。 

（４）「課題研究」，「総合実習」の実施により，地域に根ざした専門的な深い学びの

実践。 

（５）学級活動，生徒会活動，学校行事，農業クラブ・家庭クラブ活動等を通して，

自主的・自律的な態度と社会性を養う教育の実践。 

３ アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 

（１）動植物の飼育・栽培，農業経営などに強い興味・関心がある生徒。 

（２）安全・安心の農業生産に関心があり，体験学習に意欲的な生徒。 

（３）将来の農業の担い手または農業による地域への貢献を目指す生徒。 

（４）実技，実験，実習などの学習に意欲的に取り組むことができる生徒。 

（５）学級活動，生徒会活動，学校行事，部活動，農業クラブ・家庭クラブ活動等で

主体的に活動できる生徒。 
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選抜順序 共通選抜　→　特色選抜

第２志望とすることができ
る学科・コース 農業機械科、生活技術科

募集定員

学校名

学科
（コース・部）

課程 全日制

共　通　選　抜

募集人数 20 50

学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用い
て選抜する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜

50

配
点

合計
全学年の評定を１. ０倍にする

全学年の評定を２. ０倍にする

770

0

 調査書

 学力検査

国語、数学、社会、英語、理科

音楽、美術、保健体育、技術家庭

0

面接・実技・作文の
うち実施するもの

 面接
１　形態：個人面接
２　時間：１０分程度
３　内容：(1) 志望動機　(2) 中学校での活動状況　(3) 高校生活への抱負
　　　　　(4) その他
４　観点：(1) 関心・意欲　２０点　(2) 態度　１５点　(3) 表現力　２０点
　　　　　(4) 判断力　２０点※２日目に実施

0

0

得点を１．０倍にする

選抜方法

審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜
で選抜する２０人の１２０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。

学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項
（評定以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、総合的に審査し、選抜す
る。

75 面接

国語、数学、社会、英語、理科

0

0

選抜方法 上記「配点」を基に、総合的に審査し、選抜する。

社会人特別選抜 無 選抜方法 0

配
点

合計
全学年の評定を１．０倍にする

0

各教科１００点満点 600

 学力検査

全学年の評定を２．０倍にする

 面接

１　形態：個人面接
２　時間：１０分程度
３　内容：第一次募集と同じ
４　観点：第一次募集と同じ

 調査書

国語、数学、英語

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭

国語、数学、英語

0
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225
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195



宮城県加美農業高等学校［全日制課程（農業機械科）］ 

 

☆ スクール・ミッション（社会的役割等） 

宮城県加美農業高等学校は，「耕心」を校訓とし，資源の維持持続に向けたグロー

バルな視点での学びや，現場実習による地元密着型の課題研究の実践を行うととも

に，先進農業技術を利用した地域課題解消に向けた研究等の農業経営者育成教育を通

して自立した有為な人材を育成します。また，地域との協働による交流活動により，

伝統と未来を広い視野で見据えて，地域に根ざし地域を支えていくことができる「農

尊人」を育成する学校を目指します。 

★ スクール・ポリシー（三つの方針） 

１ グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） 

（１）地域社会に貢献する実践的な技術者の育成。 

（２）技術の進展に主体的に対応できる創造力の育成。 

（３）持続可能な循環型農業を推進する知識や技能の育成。 

（４）地域や社会の課題を自分のこととしてとらえ，積極的に貢献しようとする社会

性の育成。 

（５）色麻・加美・大崎地区の多様な人々と協働し，新たな価値の創造に向かう姿勢

の育成。 

２ カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

（１）地域産業と連携した最新技術の導入による知識と技能の習得。 

（２）地域産業を支える技術者育成のための授業の実践。 

（３）「大崎耕土」を題材とした学びによる農業の魅力発見や SDGs に積極的に関わ

り，関係機関と連携した活動の実践。 

（４）「課題研究」，「総合実習」の実施により，地域に根ざした専門的な深い学びの

実践。 

（５）学級活動，生徒会活動，学校行事，農業クラブ・家庭クラブ活動等を通して，

自主的・自律的な態度と社会性を養う教育の実践。 

３ アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 

（１）農業機械，自動車整備，機械工作などに強い興味・関心がある生徒。 

（２）先進農業技術を利用した農業に関心があり，体験学習に意欲的な生徒。 

（３）将来の農業の担い手または農業による地域への貢献を目指す生徒。 

（４）実技，実験，実習などの学習に意欲的に取り組むことができる生徒。 

（５）学級活動，生徒会活動，学校行事，部活動，農業クラブ・家庭クラブ活動等で

主体的に活動できる生徒。 

 

 



人 （募集定員の ％ ）
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募集人数 20 人 （募集定員の ％ ）
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宮城県加美農業高等学校

農業機械科

第
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次
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選
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）

第
二
次
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（
選
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方
法
等

）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜

第２志望とすることができ
る学科・コース 農業科、生活技術科

募集定員

学校名

学科
（コース・部）

課程 全日制

共　通　選　抜

募集人数 20 50

学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用い
て選抜する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜

50

配
点

合計
全学年の評定を１. ０倍にする

全学年の評定を２. ０倍にする

770

0

 調査書

 学力検査

国語、数学、社会、英語、理科

音楽、美術、保健体育、技術家庭

0

面接・実技・作文の
うち実施するもの

 面接
１　形態：個人面接
２　時間：１０分程度
３　内容：(1) 志望動機　(2) 中学校での活動状況　(3) 高校生活への抱負
　　　　　(4) その他
４　観点：(1) 関心・意欲　２０点　(2) 態度　１５点　(3) 表現力　２０点
　　　　　(4) 判断力　２０点※２日目に実施

0

0

得点を１．０倍にする

選抜方法

審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜
で選抜する２０人の１２０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。

学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項
（評定以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、総合的に審査し、選抜す
る。

75 面接

国語、数学、社会、英語、理科

0

0

選抜方法 上記「配点」を基に、総合的に審査し、選抜する。

社会人特別選抜 無 選抜方法 0

配
点

合計
全学年の評定を１．０倍にする

0

各教科１００点満点 600

 学力検査

全学年の評定を２．０倍にする

 面接

１　形態：個人面接
２　時間：１０分程度
３　内容：第一次募集と同じ
４　観点：第一次募集と同じ

 調査書

国語、数学、英語

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭

国語、数学、英語

0
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宮城県加美農業高等学校［全日制課程（生活技術科）］ 

 

☆ スクール・ミッション（社会的役割等） 

宮城県加美農業高等学校は，「耕心」を校訓とし，資源の維持持続に向けたグロー

バルな視点での学びや，現場実習による地元密着型の課題研究の実践を行うととも

に，先進農業技術を利用した地域課題解消に向けた研究等の農業経営者育成教育を通

して自立した有為な人材を育成します。また，地域との協働による交流活動により，

伝統と未来を広い視野で見据えて，地域に根ざし地域を支えていくことができる「農

尊人」を育成する学校を目指します。 

★ スクール・ポリシー（三つの方針） 

１ グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） 

（１）農業生産及び生産物の加工や福祉，家庭生活の改善に興味・関心を持ち実践す

る能力の育成。 

（２）心豊かな家庭生活を実践し，地域で活躍できる能力・態度の育成。 

（３）持続可能な循環型農業を推進する知識や技能の育成。 

（４）地域や社会の課題を自分のこととしてとらえ，積極的に貢献しようとする社会

性の育成。 

（５）色麻・加美・大崎地区の多様な人々と協働し，新たな価値の創造に向かう姿勢

の育成。 

２ カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

（１）農業生産および生産物の活用についての知識と技能の習得。 

（２）衣食住，ヒューマンサービスなど生活産業のスペシャリスト育成のための授業

の実践。 

（３）「大崎耕土」を題材とした学びによる農業の魅力発見や SDGs に積極的に関わ

り，関係機関と連携した活動の実践。 

（４）「課題研究」，「総合実習」の実施により，地域に根ざした専門的な深い学びの

実践。 

（５）学級活動，生徒会活動，学校行事，農業クラブ・家庭クラブ活動等を通して，

自主的・自律的な態度と社会性を養う教育の実践。 

３ アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 

（１）農業や食物，被服，保育などに強い興味・関心がある生徒。 

（２）農業生産物の加工や福祉に関心があり，体験学習に意欲的な生徒。 

（３）将来の農業の担い手または農業による地域への貢献を目指す生徒。 

（４）実技，実験，実習などの学習に意欲的に取り組むことができる生徒。 

（５）学級活動，生徒会活動，学校行事，部活動，農業クラブ・家庭クラブ活動等で

主体的に活動できる生徒。 
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宮城県加美農業高等学校

生活技術科
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）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜

第２志望とすることができ
る学科・コース 農業科、農業機械科

募集定員

学校名

学科
（コース・部）

課程 全日制

共　通　選　抜

募集人数 20 50

学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用い
て選抜する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜

50

配
点

合計
全学年の評定を１. ０倍にする

全学年の評定を２. ０倍にする

770

0

 調査書

 学力検査

国語、数学、社会、英語、理科

音楽、美術、保健体育、技術家庭

0

面接・実技・作文の
うち実施するもの

 面接
１　形態：個人面接
２　時間：１０分程度
３　内容：(1) 志望動機　(2) 中学校での活動状況　(3) 高校生活への抱負
　　　　　(4) その他
４　観点：(1) 関心・意欲　２０点　(2) 態度　１５点　(3) 表現力　２０点
　　　　　(4) 判断力　２０点※２日目に実施

0

0

得点を１．０倍にする

選抜方法

審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜
で選抜する２０人の１２０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。

学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項
（評定以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、総合的に審査し、選抜す
る。

75 面接

国語、数学、社会、英語、理科

0

0

選抜方法 上記「配点」を基に、総合的に審査し、選抜する。

社会人特別選抜 無 選抜方法 0

配
点

合計
全学年の評定を１．０倍にする

0

各教科１００点満点 600

 学力検査

全学年の評定を２．０倍にする

 面接

１　形態：個人面接
２　時間：１０分程度
３　内容：第一次募集と同じ
４　観点：第一次募集と同じ

 調査書

国語、数学、英語

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭

国語、数学、英語

0
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